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し
て
い
る
。電
力
は
お
金
と
同
様
、

「
色
が
付
か
な
い
」存
在
の
代
名
詞

で
、
配
電
系
統
に
入
っ
て
し
ま
え

ば
、
誰
が
つ
く
っ
た
電
力
か
は
分

か
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
電
力
の

「
国
民
生
活
を
守
る
た
め
、
再
稼

働
す
べ
き
だ
と
い
う
の
が
私
の
判

断
だ
」
│
。
野
田
佳
彦
首
相
が
、

関
西
電
力
大
飯
原
発
の
再
稼
働
に

つ
い
て
記
者
会
見
を
開
い
た
６
月

８
日
の
午
後
、
首
相
官
邸
前
に
は

４
千
人
以
上
が
集
ま
り
、
再
稼
動

反
対
の
デ
モ
を
繰
り
広
げ
た
。

　

15
日
午
前
に
は
、
作
家
の
大
江

健
三
郎
ら
が
首
相
官
邸
を
訪
れ
、

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万

人
署
名
」７
５
４
万
筆
の
一
部
を

藤
村
修
官
房
長
官
に
手
渡
し
た
。

　

こ
の
署
名
活
動
は
今
年
９
月
に

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
戦
略
的

経
済
連
携
協
定
）反
対
の
署
名
数

１
１
０
０
万
筆
強
を
追
い
抜
く
勢

い
だ
。
そ
う
な
れ
ば
、
こ
の
50
年

の
署
名
運
動
と
し
て
は
最
多
と
な

る
。
そ
の
夜
、
首
相
官
邸
前
で
開

催
さ
れ
た
デ
モ
へ
の
参
加
者
は
、

1
万
1
千
人
に
達
し
た
。

　

呼
び
掛
け
人
の
一
人
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
鎌
田
慧
は「
議
員
総

会
も
与
野
党
協
議
も
国
会
審
議
も

な
く
、
た
っ
た
４
人
の
大
臣
で
再

稼
動
を
決
め
た
の
は
、
議
会
制
民

主
主
義
を
踏
み
に
じ
る
行
為
だ
」

と
憤
る
。

　

７
月
か
ら
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
を
機

に
、
い
ま
日
本
で
は
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
す
る
大
型
投
資
の
発
表

が
相
次
い
で
い
る
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
子
会
社
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
を
通
じ
て
、

２
０
１
４
年
ま
で
に
グ
ル
ー
プ
の

遊
休
地
な
ど
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を

約
30
カ
所
稼
働
さ
せ
る
。
総
発
電

能
力
は
６
万
㌔
㍗
に
上
り
、
単
独

企
業
で
は
国
内
最
大
級
と
な
る
。

総
投
資
額
は
１
５
０
億
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
孫
正
義
氏
は

今
年
4
月
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
発
電
事
業
に
対
し
て
３
兆
円

の
投
資
を
行
う
と
発
表
し
た
。
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
だ

け
で
は
な
く
、
風
力
発
電
に
注
力

し
て
お
り
、
特
に
洋
上
風
力
発
電

で
は
原
発
３
│
４
基
分
に
相
当
す

る
４
０
０
万
㌔
㍗
の
発
電
体
制
を

目
指
し
て
い
る
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
世

界
各
地
で
追
っ
た
ド
イ
ツ
映
画

「
第
４
の
革
命

│
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
が
今
年
１
月

か
ら
日
本
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
０
年
、
ド
イ
ツ
で
最
も
見

ら
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
。

　

自
主
上
映
を
中
心
に
共
感
の

輪
が
広
が
り
、
上
映
会
は
半
年
で

１
０
０
カ
所
に
迫
る
勢
い
だ
。

　

配
給
元
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ピ
ー
プ

ル
代
表
取
締
役
の
関
根
健
次
は

「
単
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能

性
を
知
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な

く
、
何
か
行
動
を
起
こ
す
き
っ
か

け
に
つ
な
が
る
場
に
し
た
い
」と

語
る
。

　

実
際
、
映
画
を
見
た
観
客
が
中

心
に
な
っ
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
を
行
う「
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
創
発
ネ
ッ
ト
」（
通
称
ま
ち
エ

ネ
）が
立
ち
上
が
っ
た
。

　

ま
ち
エ
ネ
は
、
気
仙
沼
に
あ
る

藤野電力（神奈川県の市民グループ）によるミニ太陽光発電の実験を楽しむ参加者たち

　昨年の福島第一原発事故以来、日本の電力・エネルギー供給体制が大きく揺れている。電力の「地域
独占」を始めとした中央集権的なシステムは、７月からの自然エネルギーの固定価格買い取り制度を機
に、「自立・分散」の波に洗われよう。その背景には、政権の不透明な意思決定に危機感を覚える、多く
の民意がある。いま、「エネルギーと民主主義」が深く問われている。
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「自立・分散」の
幕開け

「
復
幸
マ
ル
シ
ェ
」に
ソ
ー
ラ
ー
街

路
灯
を
寄
贈
す
る「
第
４
発
電
所
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

映
画「
第
４
の
革
命
」
の
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
を
務
め
る
ド
イ
ツ
連
邦

議
会
議
員（
当
時
）の
ヘ
ル
マ
ン
・

シ
ェ
ー
ア
は
、
１
９
９
０
年
の
固

定
価
格
買
い
取
り（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）制

度
、
２
０
０
０
年
に
は「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
」を
制
定
さ
せ

た
立
役
者
で
も
あ
る
。

　

こ
の
２
つ
の
法
律
の
恩
恵
で
、

２
０
０
１
年
に
ド
イ
ツ
全
電
力

の
わ
ず
か
2.9
％
し
か
占
め
て
い
な

か
っ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合

は
、
２
０
１
０
年
に
は
17
％
に
ま

で
急
成
長
し
、
２
０
２
０
年
に
は

35
％
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る（
ド
イ
ツ
貿
易
・
投
資
振
興
機

関
調
べ
）。

　

日
本
で
は
、Ｑ
セ
ル
ズ
な
ど
ド

イ
ツ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー

が
破
産
し
た
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
が

報
じ
ら
れ
る
が
、
そ
の
間
に
も
、

ド
イ
ツ
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

着
々
と
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
続
け
て

い
る
。

「
産
業
革
命
以
来
の
最
大
の
経
済

構
造
の
変
化
が
、
我
々
の
目
の
前

に
あ
る
」と
シ
ェ
ー
ア
は
映
画
の

中
で
語
る
。「
第
４
の
革
命
」と
は
、

農
業
革
命
、
産
業
革
命
、
Ｉ
Ｔ
革

命
に
続
く「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」を

意
味
す
る
。

「
第
４
の
革
命
」の
監
督
で
あ
る

カ
ー
ル
・
Ａ
・
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
は
、

昨
年
の
来
日
時
に「
福
島
第
一
原

発
の
事
故
が
ド
イ
ツ
の
脱
原
発
を

加
速
さ
せ
た
。
初
の『
緑
の
党
』の

州
首
相
が
誕
生
し
、
メ
ル
ケ
ル
首

相
も
脱
原
発
に
舵
を
切
っ
た
」と

誇
ら
し
げ
に
語
っ
た
。

　

こ
の
映
画
の
副
題「
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」は
実

は
日
本
向
け
の
も
の
。
原
題
は「
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
ア
ウ
ト
ノ
ミ
ー
」。
つ

ま
り「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
治
」だ
。

過
去
50
年
で
最
多
の
署
名
へ

「
第
４
の
革
命
」が
到
来

　

み
ん
な
電
力（
東
京
・
港
、
大
石

英
司
社
長
）は
、
京
都
大
学
大
学

院
情
報
学
研
究
科
の
梅
野
健
教
授

が
発
明
し
た
カ
オ
ス
Ｃ
Ｄ
Ｍ
Ａ
符

号
化
技
術
を
用
い
て「
電
力
産
地

表
記
シ
ス
テ
ム
」の
実
現
を
目
指

産
地
表
記
が
で
き
、
消
費
者
が
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
選
択
的
に
利
用

し
た
り
、
有
名
人
が
自
分
で
作
っ

た
電
気
を
フ
ァ
ン
が
購
入
し
た
り

す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
電

気
の
利
用
法
が
で
き
そ
う
だ
。

　

新
シ
ス
テ
ム
は
、
電
気
を
暗
号

（
カ
オ
ス
符
号
）に
よ
り
変
調
さ
せ

送
出
す
る
仕
組
み
。

　

携
帯
電
話
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に

発
信
者
の
番
号
が
出
る
の
と
同
じ

原
理
だ
。
こ
の
符
号
は
、
電
気
を

蓄
電
し
な
い
限
り
は
、
電
圧
が
変

わ
っ
て
も
消
え
る
こ
と
は
な
い
と

い
う
。

　

系
統
に
も
影
響
は
与
え
な
い
。ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
中
に
チ
ッ
プ
を

組
み
込
む
な
ど
し
て
運
用
す
る
。

「
電
力
に
色
が
付
く
」新
手
法
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独
の
自
然
エ
ネ
は
17
％
超
に
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